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ＳＳＭによる再発防止チェックリスト
－各種不具合情報の活用による再発防止の徹底－



再発防止チェックリスト

各事業所の知識を

 活用して広く全社的

 な再発防止を実現．

再発防止チェックリストへの構造化知識の活用再発防止チェックリストへの構造化知識の活用

© 構造化知識研究所

構成アイテムとその属性
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部品Ａ

部品Ｂ

部品Ｃ

部品Ｄ

部品Ｅ

部品Ｆ

部品Ａ部位・工法・材料など

部品Ｂ部位・工法・材料など

部品Ｃ部位・工法・材料など

部品Ｄ部位・工法・材料など

部品Ｅ部位・工法・材料など

部品Ｆ部位・工法・材料など

Ｂ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ａ

ユニット１

特徴抽出
支援辞書

過去の不具合発生メカニズムの知識

定義属性 ストレングス制御属性不具合モード ストレス

関連する
技術文書

過去の対策知識

技術文書

SSM知識ベース

再発防止策 評価基準など

列挙された過去トラブル知識

Ｂ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ａ

不具合知識 再発防止策など

不具合知識 再発防止策など

不具合知識 再発防止策など

不具合知識 再発防止策など

不具合知識 再発防止策など

不具合知識 再発防止策など

不具合予測
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SSMmasterを利用SSMmasterSSMmasterを利用を利用 設計アイテムの選択（例:搬送テーブル駆動ユニット）

再発防止に関係する

 内容に予め絞っている． 今回の設計ｱｲﾃﾑ

 や関連する一般

 的な技術要素を

 選択する．
（ユニット全体の

 CLの場合は，全

 選択する．）
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搬送テーブル駆動ユニットに再利用可能な

 過去の不具合発生メカニズムを展開する．

情報源となる不具合

 事例や設計基準をリ

 ンクする．

ﾊﾟﾗﾒｰﾀや現象などに関する補足

 資料や図表を表示できる．

SSMmasterを利用SSMmasterSSMmasterを利用を利用
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再発防止チェックリスト（例:搬送テーブル駆動ユニット）

SSMmaster検索結果を再発防止

 チェックリストとして保存する．

アイテム属性ごとに，必要な設計知識

 と関連文書を技術者に提示する．

Excelに出力して自社用フォーマットに整形する．

SSMmasterを利用SSMmasterSSMmasterを利用を利用
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ＳＳＭによるＦＴＡ
－過去のＦＴ図や不具合情報の活用による

 設計上の弱点の早期摘出－
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•製品，工程における安全性，信頼性上未然

 防止すべき重大なトラブルをトップ事象とし，

 それを起こしうる原因メカニズムを予測展開

 し，弱点部品ならびに着目すべき部品属性を

 抽出し，設計要件を明確にする．

•製品，工程に発生したトラブルをトップ事象と

 し，その発生原因メカニズムを推定展開し，

 具体的な発生原因を摘出する．

対象システムの不具合の原因系展開手法対象システムの不具合の原因系展開手法 --ＦＴＡＦＴＡ--
- FTA （Fault Tree Analysis）

 
- 電源基板焼損

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀICの発火

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀICが

過熱する

過熱したICに可燃物

が存在

IC端子半田

付け部不良

基板上の
塵埃堆積

回路素子短絡
故障

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀICの

温度上昇

過電流保護回路
作動せず

過熱保護回路
作動せず

IC内に過電流が

継続して流れる

筐体開口
位置

筐体開口部
からの埃侵入

基板配置が
悪い

筐体開口
部大きさ

配線がIC
に接触

電源基板焼損

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀICの発火

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀICが

過熱する

過熱したICに可燃物

が存在

IC端子半田

付け部不良

基板上の
塵埃堆積

回路素子短絡
故障

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀICの

温度上昇

過電流保護回路
作動せず

過熱保護回路
作動せず

IC内に過電流が

継続して流れる

筐体開口
位置

筐体開口部
からの埃侵入

基板配置が
悪い

筐体開口
部大きさ

配線がIC
に接触

ＦＴ図

システムトップ事象に至る因果連鎖を体系的知識として有していなければ，ＦＴＡ

 を勉強しても直面する設計の予防処置に繋がる適切な事象をうまく展開できない．

FTA
シャフトトルク
伝達不能

シャフト段差部破損
シャフト段差部疲

労破損
シャフト疲労強度

小
シャフト材料破壊靭

性小
シャフト材料の

低温脆化
シャフト材料が低
温脆化し易い

シャフト材料グ
レードが低い

シャフト段差部形状
変化率大

環境温度が低い

炭素鋼熱処理不良
熱処理温度バラツ

キ大

シャフトへの繰り返
しトルク入力大

シャフト段差部衝
撃破損

シャフト衝撃強度
小

シャフト材料シャル
ピー衝撃値小

シャフト段差部形状
変化率大

シャフトへの突発
的トルク入力大

シャフト圧入部滑り 圧入強度小 圧入代小 シャフト圧入軸径小

ギヤ圧入穴径大

シャフト～ギヤ間熱
膨張差が過大

シャフト熱膨張係
数小

ギヤ熱膨張係数大

圧入長さ小 圧入部温度過大

シャフトヤング率小

ギヤヤング率小

圧入部摩擦係数小

圧入部への入力ト
ルク大



列挙された原因系と対策知識

ト ッ プ 事 象 不 具 合 モ ー ド 不 具 合 モ ー ド ス ト レ ン グ ス 制 御 属 性 不 具 合 モ ー ド ス ト レ ン グ ス

シ ャ フ ト ト ル ク
伝 達 不 能

シ ャ フ ト 段 差 部 破
損

シ ャ フ ト 段 差 部 疲
労 破 損

シ ャ フ ト 疲 労 強 度
小

シ ャ フ ト 材 料 破 壊
靭 性 小

シ ャ フ ト 低 温 脆 化 靭 性 遷 移 温 度 大

制 御 属 性 ス ト レ ス
シ ャ フ ト 段 差 部 形

状 変 化 率 大
シ ャ フ ト 温 度 低 下

不 具 合 モ ー ド ス ト レ ス

炭 素 鋼 熱 処 理 不 良
熱 処 理 温 度 バ ラ ツ

キ 大

ス ト レ ス

シ ャ フ ト へ の 繰 り 返
し ト ル ク 入 力 大

不 具 合 モ ー ド ス ト レ ン グ ス 制 御 属 性
シ ャ フ ト 段 差 部 衝

撃 破 損
シ ャ フ ト 衝 撃 強 度

小
シ ャ フ ト 材 料 シ ャ ル

ピ ー 衝 撃 値 小
制 御 属 性

シ ャ フ ト 段 差 部 形
状 変 化 率 大

ス ト レ ス

シ ャ フ ト へ の 突 発
的 ト ル ク 入 力 大

不 具 合 モ ー ド ス ト レ ン グ ス 制 御 属 性 制 御 属 性

シ ャ フ ト 圧 入 部 滑 り 圧 入 強 度 小 圧 入 代 小 シ ャ フ ト 径 小

制 御 属 性

ギ ヤ 穴 径 大

不 具 合 モ ー ド 制 御 属 性

シ ャ フ ト ～ ギ ヤ 間 熱
膨 張 差 が 過 大

シ ャ フ ト 熱 膨 張 係
数 小

制 御 属 性

ギ ヤ 熱 膨 張 係 数 大

制 御 属 性 ス ト レ ス

圧 入 長 さ 小 圧 入 部 温 度 過 大

制 御 属 性

シ ャ フ ト ヤ ン グ 率 小

制 御 属 性

ギ ヤ ヤ ン グ 率 小

制 御 属 性

ス ト レ ス 圧 入 部 摩 擦 係 数 小

圧 入 部 へ の 入 力 ト
ル ク 大

FTA

ユ
ニ
ッ
ト

 

ア
セ
ン
ブ
リ

部品Ｂ

ＡＳＳＹ１

機器Ａ

ＳＳＭ

部品Ａ
ＳＳＭ

ＳＳＭ

機器Ａ 故障要因機器Ａ故障

設計基準

設計基準

トップ事象

設計基準

ＳＳＭ 設計基準

部品Ｃ
ＳＳＭ

設計基準

機器Ａ 機器Ａ故障

機器Ａ故障要因展開

機器Ａ

ＡＳＳＹ１

部品Ａ

部品Ｂ

部品Ｃ

ＦＴＡへの構造化知識の活用ＦＴＡへの構造化知識の活用

© 構造化知識研究所

トップ事象を引き起こす弱点となるアイテムを

 顕在化し，各アイテムの機能・信頼性確保に

 必要な設計パラメータとその水準を把握する．

未然防止策

不具合予測の知識 関連する
技術文書

不具合対策の知識

評価基準

技術文書

ＳＳＭ知識ベース

トップ事象

定義属性 ストレス不具合モード 制御属性ストレングス

解析対象
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「搬送ﾃｰﾌﾞﾙ動作せず」に関するＦＴＡ支援の例「搬送ﾃｰﾌﾞﾙ動作せず」に関するＦＴＡ支援の例

FTA用の解析入口から

 「搬送テーブル駆動ユニット性能_FTA」

 を選択

SSMmasterを利用SSMmasterSSMmasterを利用を利用

今回のＦＴＡトップ事象の候補が表示

 されるので，着目しているトップ事象

 を選択する．
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搬送テーブル駆動ユニットのトップ

 事象に至る因果連鎖を構築

ＳＳＭ知識ベースにはＦＴ図

 を基にした因果連鎖構造が

 展開されている．

© 構造化知識研究所

トップ事象に関する過去トラ事例の

 
知識も展開表示されている．（因果

 
連鎖知識に予め接続させている）

知識に関連する過去の報告書，実験結果，基準書，計算書等を参照し，

 各不具合モードに対する推奨設計情報を取得できる．

「搬送ﾃｰﾌﾞﾙ動作せず」に関するＦＴＡ支援の例「搬送ﾃｰﾌﾞﾙ動作せず」に関するＦＴＡ支援の例SSMmasterを利用SSMmasterSSMmasterを利用を利用
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「搬送ﾃｰﾌﾞﾙ動作せず」に関するＦＴＡ支援の例「搬送ﾃｰﾌﾞﾙ動作せず」に関するＦＴＡ支援の例SSMmasterを利用SSMmasterSSMmasterを利用を利用

ＳＳＭにより一元的に管理されたトラブル

 
知識を駆使して，トップ事象に至る要因を

 
広く展開する．

展開された事象に対しては，再発防止策

 や参考事例なども紐付けられている．
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トラブル未然防止支援システムの環境



設計対象情報

 
･部品名，Assy名

 
･回路，デバイス名

 
･製造工程名

 

etc

 
設計技術情報

 
･設計パラメータ

 
･故障モード集

 

etc

対象に関する構造化知識

 （特徴抽出支援辞書）

アイテム･属性辞書

 
（定義属性辞書）

ストレス

 
辞書トラブルに

 関する特徴

起こり得るトラブル

 の因果連鎖と対策

設計・計画対象

•基本設計
•詳細設計
•ＤＲ，検図ｅｔｃ

特徴抽出

知識検索
（トラブル因果構築）

構造化知識ベース

 
（ＳＳＭ要素と拡張フィールド）

不具合事例

 
データベース

設計基準

 
データベース

ＦＴ図・ＦＭＥＡ表

構造知識化(SSM化)

辞書構築

トラブルに関する構造化知識ＤＢ

トラブル情報ＤＢ

不具合モード

 
辞書

制御属性

 
辞書

ストレングス

 
辞書

設計プロセスの

 管理帳票

© 構造化知識研究所

トラブルトラブル未然防止設計支援システムの概要未然防止設計支援システムの概要



ユニット１

Ａタイプ製品

メカ設計

ユニット２

解析アイテム選択

 （解析入口辞書）
関連語展開

 （定義属性辞書）

（全体語） （関連語）

××部ギヤ，××部軸受，××圧入部，SUS304…

属性展開

ｵｰｽﾃﾅｲﾄ系SUS

解析対象（例：ユニット１）

Ｂ
Ｆ

Ｅ

Ｄ
Ｃ

Ａ

知識検索のための特徴（キーワード）抽出の流れ

（部分語）

◆特徴抽出支援辞書の内部構造◆

© 構造化知識研究所

××部軸受

××部ギヤ

××機構

××圧入部

ＳＵＳ３０４

構成ｱｲﾃﾑ

構成ｱｲﾃﾑ

機構・構造

部位・位置

材料

SUS

SUS304

ｵｰｽﾃﾅｲﾄ系SUS

上位語展開

 （定義属性辞書）

（上位語）

（上位語）

属性展開

金属ｷﾞﾔ

属性展開

ﾎﾞｰﾙBRG

属性展開・・・・・・
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整流回路，平滑回路，ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子，高周波ﾄﾗﾝｽ，ｽﾅﾊﾞ回路，ｽｲｯﾁﾝｸﾞ制御回路，

 ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ回路，ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ，一次側/二次側絶縁，回路ﾊﾟﾀｰﾝﾚｲｱｳﾄ・・

属性展開

属性展開

解析対象（例：A装置電源回路）

整流ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

属性展開

知識検索のための特徴（キーワード）抽出の流れ

 
（例：A装置電源回路）

属性展開

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ ﾊﾟﾜｰMOSFET，ﾊﾟﾜｰ半導体

属性展開

PWM制御回路

・・・・・・
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